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▶まっすぐに限りなくのびている線を直線という。

▶ 直線の一部分で，両
りょう

端
たん

のあるものを線
せん

分
ぶん

といい，1点を

端
はし

として一方にだけのびたものを半
はん

直
ちょく

線
せん

という。

▶線分 ABの長さを，2点 A，B間
かん

の距
きょ

離
り

という。

直線，線分，半直線学習1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

A,B間の距離

A直線AB
線分AB

半直線AB

半直線BA

B

A B

A
B

A
B

　

▶右の図のような角を，角 ABCといい，∠ABCと表す。

　∠ABCのことを，単に，∠Bや∠bと表すこともある。

　∠ABCと書いて，∠ABCの大きさを表すことがある。（例）∠ABC＝30°

▶ 2つの線が交わる点を交
こう

点
てん

という。

角の表し方学習2
　　　　　　　　　 

B
b

辺

辺 C

A

　　 　　右の図は，正方形 ABCDに対角線 AC，線分 AEをひいたものである。こ

れについて，次の問いに答えなさい。

⑴　図に示した角を，頂点の記号と，角を示す記号∠を使って表しなさい。

⑵　点 Eを 2つの線分 AEと BCの何といいますか。

　　　　　　　　　 A D

B
E

C

2確認確認
問題問題

□

□

　　　 　右の図に示した角を，頂点の記号と，角を示す記号∠を使って表し

なさい。

　　　 　頂点 Dをはさむように表す。

  　 ∠ADB（または，∠BDA）

　　　　　　　　　 A D

B C

2例題例題

解き方

答

　　　 　右の図のように，4点 A，B，C，Dが一直線上にあるとき，

次の問いに答えなさい。

⑴　この直線を点 Bで切ったとき，Bを端として Aの方向にのびている線を何といいますか。

⑵　2点 B，D間の距離を求めなさい。

　　　 　⑴　1点を端として一方に限りなくのびている線を半直線という。 　 半直線 BA

⑵　線分 BDの長さを求めればよい。2＋1＝3（cm） 　 3cm

　　　　　　　　　　　　 

A B C D

3cm 2cm 1cm1例題例題

解き方 答

答

　　 　　右の図のように，4点 P，Q，R，Sが一直線上にあるとき，次の

問いに答えなさい。

⑴　直線 PQと直線 RSは同じ直線といえますか。

⑵　2点 P，S間の距離を求めなさい。

　　　　　　　　　　　　 

P Q R S

3cm 6cm 4cm1確認確認
問題問題

□

□

110 数学 1年／○啓

直線は両方に限りなくのびているものなので，直線 PQと直線 RSは同じ直線を表している。 答 いえる。

線分 PSの長さを求める。PS＝3＋6＋4＝13（cm） 答 13cm

 答 ∠DAC（または，∠CAD）

2つの線が交わる点を交点という。 答 交点

Sam
ple



　

▶ 2直線 AB，CDが交わってできる角が直角であるとき，

ABと CDは垂直であるといい，AB⊥CD と表す。

▶ 2直線 ABと CDが垂直であるとき，その一方を他方の

垂
すい

線
せん

という。

▶右の図 2で，線分 CHの長さを，点 Cと直線 ABとの距

離という。

▶ 2直線 AB，CDが交わらないとき，ABと CDは平

行であるといい，AB//CD と表す。

▶右の図 4で，ℓ上の点Pと直線mとの距離は一定で，

この距離を，平行な 2直線ℓ，m間の距離という。

垂直な 2直線，平行な 2直線学習3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

A

A H B

B

C C

D

点 Cと直線
ABとの距離

（AB⊥CD）

図 1 図 2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

// //

A B
P P

C D

ℓ

m

2直線ℓ，m
間の距離

（AB　CD） （ℓ　m）

図 3 図 4

　

▶ 3点 A，B，Cを頂点とする三角形 ABCを△ABCと表す。

三角形の表し方学習4

　　 　　上の　　　 について，次の問いに答えなさい。

⑴　直線 ABと直線 nの関係を記号を使って表しなさい。

⑵　平行な 2直線 m，n間の距離を求めなさい。

⑶　点 Bと直線 mとの距離を求めなさい。

3確認確認
問題問題 3例題例題

□

□

□

　　 　　右の図の△ABCについて，次の問いに答えなさい。

⑴　同じ印をつけた辺の長さが等しいことを記号を使って表しなさい。

⑵　同じ印をつけた角の大きさが等しいことを記号を使って表しなさい。

　　　　　　　　　 A

B C

4確認確認
問題問題

□

□

　　　 　右の図の方眼の 1目もりは 1 cmである。このとき，次の問いに

答えなさい。

⑴　直線ℓと直線 mが垂直であることを記号を使って表しなさい。

⑵　直線 mと直線 nが平行であることを記号を使って表しなさい。

　　　 　⑴　垂直の記号⊥を使って表す。 　 ℓ⊥m

⑵　平行の記号//を使って表す。 　 m//n

　　　　　　　　　　　 1cm

1cm

ℓ

A B

m n3例題例題

解き方 答

答

　　　 　右の図の中にあるすべての三角形を，記号△を使って表しなさい。
　　　 　3点 A，B，Dを頂点とする三角形，3点 A，D，Cを頂点とする

三角形，3点 A，B，Cを頂点とする三角形の 3つがある。頂点の記号の順

は違っていてもよい。 　 △ABD，△ADC，△ABC

　　　　　　　　　　 A

B C
D

4例題例題

解き方

答

○啓／数学 1年 111

点 Bから直線mに垂直にひいた線分の長さを答える。 答 4 cm

 答 AB＝BC

 答 ∠CAB＝∠BCA

直線 ABと直線 nは垂直である。 答 AB⊥n

2直線m，n間に垂直にひいた線分の長さを答える。 答 3 cmSam
ple



練 習 問 題
1 ［直線，線分，半直線］　右の図のように，3点 A，B，Cが一直線上にある。
このとき，次の問いに答えなさい。
⑴　この直線を，点 Aと点 Bで切ったときにできる直線の一部分で，A，Bを両端とするものを何といいますか。

⑵　直線 ABと直線 ACは同じ直線といえますか。

⑶　半直線 ABと半直線 BAは同じ半直線といえますか。

⑷　次のア～オのうち，半直線 BCと半直線 CAの重なる部分はどれですか。記号で答えなさい。
　ア　直線 AC　　　イ　線分 AB　　　ウ　線分 AC　　　エ　線分 BC　　　オ　半直線 CB

A B C
1例題例題

□

□

□

□

2 ［角の表し方］　右の図について，次の問いに答えなさい。
⑴　㋐の角を，記号を使って表しなさい。

⑵　㋑の角を，記号を使って表しなさい。

A

B

㋐ ㋑

CD

E

2例題例題

□

□

4 ［三角形の表し方］　右の図について，次の問いに答えなさい。
⑴　図の中にあるすべての三角形を，記号を使って表しなさい。

⑵　印をつけた角の大きさが等しいことを記号を使って表しなさい。

A

B

C

D

4例題例題

□

□

3 ［垂直な 2直線，平行な 2直線］　右の図のように，1目もり 1 cmの
方眼に，5つの直線ℓ～ pと 2点 A，Bをかいた。これについて，次の
問いに答えなさい。
⑴　平行な 2つの直線を，記号を使って表しなさい。

⑵　垂直な 2つの直線を，記号を使って表しなさい。

⑶　点 Aと点 Bのうち，直線 oとの距離が短いのはどちらですか。

⑷　直線 ABをひいたとき，直線 ABと平行になる直線は，ℓ～ pのうちどれですか。

1cm

1cm

ℓ

A

o

p

B

m n

3例題例題

□

□

□

□

112 数学 1年／○啓

 答 線分 AB

直線は両方向に限りなくのびているものなので，直線 ABと直線 ACは同じ直線を表している。
 答 いえる。

半直線 ABは，点 Aを端として Bの方向にだけのびているもの，半直線 BAは，点 Bを端として Aの方向に
だけのびているものなので，同じ半直線とはいえない。 答 いえない。

 答 ∠BAD（または，∠DAB）

平行な 2直線はmと p

 答 m//p

垂直な 2直線はℓと n

 答 ℓ⊥n

点 Aと直線 oとの距離は 2 cm，点 Bと直線 oとの距離は 1 cm

 答 点 B

頂点の記号の順は違っていてもよい。
 答 △ABD，△ADC，△ABC

∠BAD（または∠DAB）と∠ACD（または∠DCA）を等号で結ぶ。
 答 ∠BAD＝∠ACD

 答 ∠AED（または，∠DEA）

2点 B，Cを両端とする線分になる。 答 エ

方眼の対角線をのばした直線になる。
 答 n

Sam
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応 用 問 題
1 右の図のように，5点 A，B，C，D，Eがある。このとき，次の
問いに答えなさい。
⑴　直線 ABをひきなさい。

⑵　線分 DEをひきなさい。

⑶　半直線 AEをひきなさい。

⑷　∠ACEをつくりなさい。

E

C

A

B

D

□

□

□

□

3 AB＝BC＝CA＝3 cm である△ABCをかきなさい。
□

4 次のような△ABCをかきなさい。
⑴　BC＝4 cm，∠B＝50°，∠C＝60° ⑵　AB＝BC，∠ABC＝30°□ □

2 右の図のように，直線ℓと点 A～ Hがあるとき，次の問いに答えな
さい。ただし，方眼の 1目もりを 2 cmとする。
⑴　点 Aと直線ℓとの距離は何cmですか。

⑵　直線 BFまでの距離がもっとも長い点はどの点ですか。

⑶　直線 EGと直線ℓとの距離は何cmですか。

A

B
C

H

G
F

E

D

ℓ
□

□

□

B C

○啓／数学 1年 113

点 Aを端として，点 Eの方に線をのばす。

半直線 CA，CEをひく。

まず，3 cmの線分 BCをひく。
次に，点 Bを中心として BCを半径とする円をかく。
さらに，点 Cを中心として BCを半径とする円をかく。
2つの円の交点を Aとして，点 Aと点 B，点 Aと点 Cをそれぞれ結ぶ。
△ABCは正三角形になる。

まず，4 cmの線分 BCをひく。∠B＝50°，∠C＝60°  
となる 2つの半直線をひき，交点を Aとする。

まず，点 Bを中心として BCを半径とする円をかく。
次に，∠ABC＝30° となるような半直線をひき，さ
きにかいた円との交点を Aとする。

⑵

⑷

⑶
⑴

A

B C
3cm3cm

A

50° 60°
B C

44cmcm

点 Aから直線ℓまでひいた垂線の長さが距離となる。
 答 10cm

直線 BFまでひいた垂線の長さをくらべる。
 答 点 H

点 Eまたは Gから直線ℓまでひいた垂線の長さが距離となる。
 答 8cm

A

30°

Sam
ple
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▶ある図形を，形と大きさを変えないで，ほかの位置に移すことを移
い

動
どう

という。

▶平面上で，図形を，一定の方向に，一定の長さだけずらす移動を平
へい

行
こう

移
い

動
どう

という。

▶平行移動では，対応する点を結んだ線分どうしは平行で，その長さは

すべて等しい。

平行移動学習1

　　　　　　　　　　　 

　

▶平面上で，図形を，1つの点 Oを中心として，一定の角度だけまわす

移動を回
かい

転
てん

移
い

動
どう

といい，中心とした点 Oを回転の中
ちゅう

心
しん

という。

▶回転移動では，対応する点は回転の中心からの距離が等しく，対応

する点と回転の中心とを結んでできた角の大きさはすべて等しい。

▶回転移動の中で，特に，180°の回転移動を点
てん

対
たい

称
しょう

移
い

動
どう

という。

回転移動学習2
　　　　　　　　　　　　 

O

　　　 　右の図の△ABCを，矢印の方向に，その長さだけ

平行移動した△PQRをかきなさい。

　　　 　方眼を使って，点 A，点 B，点 Cを矢印と同じように，

右に 7，下に 3だけ移動させて点 P，点 Q，点 Rとする。

このとき，AP//BQ//CR，AP＝BQ＝CR となる。

　　　　　　　　　　　　　　　 
A

B C P

Q R

答1例題例題

解き方

　　 　　右の図で，△ABCを矢印の方向に，その長さだけ平行移動

してできる図形を△PQRとするとき，次の問いに答えなさい。

⑴　△PQRをかきなさい。

⑵　線分APと線分CRの間にある関係を，記号を使って表しなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　 

A

B

C

1確認確認
問題問題

□

□

　　　 　右の図で，△A′B′C′は，△ABCを，点 Oを回転の中心とし

て反時計まわりに90°だけ回転移動したものである。このとき，次の

問いに答えなさい。

⑴　線分 OCとOC′の間にある長さの関係を，記号を使って表しなさい。

⑵　∠BOB′の大きさを求めなさい。

　　　 　⑴　C′は，点 Cを，点 Oを回転の中心として，反時計まわりに90°回転移動した点である。

　線分 OC，OC′は円の半径にあたるので，その長さは等しい。 　 OC＝OC′

⑵　∠AOA′＝∠BOB′＝∠COC′＝90° となる。 　 90°

　　　　　　　　　　　　　 
O

A

B

C

A′

B′

C′2例題例題

解き方

答

答

114 数学 1年／○啓

各点を右に 6，上に 1移動させる。 答 右図

平行移動では，対応する点を結ぶ線分は平行で，その長さは等しい。
 答 AP//CR，AP＝CR

P

Q
R

Sam
ple



　

▶平面上で，図形を，1つの直線ℓを折り目として，折り返す移動を対
たい

称
しょう

移
い

動
どう

といい，折り目とした直線ℓを対称の軸
じく

という。

▶対称移動では，対応する点を結んだ線分は，対称の軸と垂直に交わり，

その交点で 2等分される。

▶線分の両端からの距離が等しい線分上の点を，その線

分の中
ちゅう

点
てん

という。また，線分の中点を通り，その線分

と垂直に交わる直線を，その線分の垂
すい

直
ちょく

二
に

等
とう

分
ぶん

線
せん

とい

う。2点から等しい距離にある点は，その 2点を結ん

だ線分の垂直二等分線上にある。

▶平行移動，回転移動，対称移動の 3つを組み合わせると，図形はどんな位置にでも移すことができる。

対称移動学習3
　　　　　　　　　　　 ℓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

A

垂直二等分線

中点

B A B

　　 　　右の図の△ABCを，直線ℓを対称の軸として対称移動してできる

△PQRをかきなさい。また，BQと直線ℓの間にある関係を，記号を使って

表しなさい。

　　　　　　　　　　　 ℓ
A

B

C
□
3確認確認

問題問題

　　 　　次の問いに答えなさい。

⑴　右の図の△ABCを，点 Oを回転の中心として時計まわりに90°だ

け回転移動してできる△PQRをかき，線分 OBと線分 OQの間に

ある長さの関係を，記号を使って表しなさい。

　　　　　　　　　　　　　　 

O A

B

C

2確認確認
問題問題

□

⑵　右の図の△ABCを，点 Oを回転の中心として180°だけ回転移動

してできる△PQRをかきなさい。また，このような回転移動を特

に何移動というか答えなさい。

　　　　　　　　　　　　　　 

O

A

B
C

□

　　　 　右の図で，△A′B′C′は，△ABCを，直線ℓを対称の軸として対

称移動したものである。このとき，次の問いに答えなさい。

⑴　線分 BB′と直線ℓの間にある関係を，記号を使って表しなさい。

⑵　直線ℓを，線分 CC′の何といいますか。

　　　 　⑴　対称移動では，対応する点を結んだ線分は，対称の軸に垂

直になる。 　 BB′⊥ℓ

⑵　線分 CC′を垂直に 2等分する直線なので，垂直二等分線になる。 　 垂直二等分線

　　　　　　　　　　　 ℓ
A

P

B

C

A′

B′

C′

3例題例題

解き方

答

答

○啓／数学 1年 115

∠AOP＝90°，OA＝OP となる点 Pをとる。同様に点 Q，Rをとっ
て，点 P，Q，Rを結ぶ。
 答 △PQR…右図　　OB＝OQ

AOの延長上に，AO＝PO となる点 Pをとる。BOの延長上に，
BO＝QO となる点 Qをとる。COの延長上に CO＝RO となる点
Rをとる。 答 △PQR…右図　　点対称移動

直線ℓは線分 BQの垂直二等分線になる。
 答 △PQR…右図　　BQ⊥ℓ PQ

R

PQ

R

P

Q
R

O

Sam
ple



練 習 問 題

4 ［対称移動②］　右の図のような△ABCについて，次の問いに答えな
さい。
⑴　△ABCを直線ℓを対称の軸として対称移動した△PQR，△PQRを
直線 mを対称の軸として対称移動した△STUをかきなさい。

⑵　△ABCを 1回の移動で△STUに移動するには，何という移動を使
えばよいですか。

ℓ

A

B

C

m

3例題例題

□

□

1 ［平行移動］　右の図で，△ABCを，矢印の方向にその長さだけ平行
移動したものを△PQRとする。このとき，次の問いに答えなさい。

⑴　△PQRをかきなさい。

⑵　線分 APと線分 BQの間にある関係を，記号を使って表しなさい。

2 ［回転移動］　右の図で，△ABCを，点 Oを回転の中心として180°だ
け回転移動したものを△PQRとする。このとき，次の問いに答えなさい。

⑴　△PQRをかきなさい。

⑵　次の［ 　 ］に共通してあてはまることばを答えなさい。
　△ABCと△PQRは，点 Oについて［ 　 ］な図形なので，このよう
に180°だけ回転移動させることを［ 　 ］移動という。

3 ［対称移動①］　右の図で，△ABCを，直線ℓを対称の軸として対称
移動したものを△PQRとする。このとき，次の問いに答えなさい。た
だし，方眼の 1目もりは 1 cmとする。
⑴　△PQRをかきなさい。

⑵　線分 APと直線ℓの間にある関係を，記号を使って表しなさい。

⑶　線分 BQの長さを求めなさい。

⑷　直線ℓを，線分 CRの何といいますか。

A

B

C

1例題例題

□

□

O

A

B

C
2例題例題

□

□

A

B

C

ℓ

3例題例題

□

□

□

□

116 数学 1年／○啓

各点を右に 5，下に 1移動させる。

各頂点と点 Oについて点対称な位置に対応する頂点をとる。

 頂点 A，B，Cと直線ℓについて線対称な位
置にそれぞれ P，Q，Rをとる。

 答 AP//BQ，AP＝BQ

線分 APと直線ℓが垂直であることを，記号を使って表す。
 答 AP⊥ℓ

 答 6 cm

 答 回転移動

 答 点対称

P

Q

R

O

P

Q

R

P

Q

R

P

S

U
T

Q

R

直線ℓは線分 CRの中点を通り，線分 CRに垂直な直線である。
 答 垂直二等分線
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応 用 問 題
1 右の図のような台形 ABCDがある。これについて，次の問
いに答えなさい。
⑴　台形 ABCDを，点 Oを回転の中心として点対称移動した
台形 EFGHをかきなさい。

⑵　⑴でかいた台形 EFGHを，直線ℓを対称の軸として対称
移動した台形 IJKLをかきなさい。

ℓ

A

B C
O

D□

□

4 正方形 ABCDの対角線の交点 Oを通る線分を右の図のようにひくと，合同な 8

つの直角二等辺三角形ができる。このとき，次の問いに答えなさい。
⑴　△OAHを，点 Oを回転の中心として回転移動すると，どの三角形と重なるか，
すべて書きなさい。

⑵　△OCGを対称移動すると，どの三角形と重なるか，すべて書きなさい。

⑶　△OBFを 1回目の移動で△OBF，△ODG以外の三角形に重ね，さらに，2回目の移動で△ODGに重ねる
とき，使うことができない移動は，平行移動，回転移動，対称移動のうちどれですか。

A H

G

CFB

D

E
O

□

□難

□

2 右の図で，△DEFは，△ABCを，OPを対称の軸として対称移動した
もの，△GHIは，△DEFを，OQを対称の軸として対称移動したもので
ある。∠POQ＝45° のとき，次の問いに答えなさい。
⑴　∠BOHの大きさを求めなさい。

⑵　△ABCを，1回の移動で△GHIに重ねるには，どのように移動させ
ればよいですか。

O

P
A D

G

B
E
45°

H

C F

I

Q

□

□

3 右の図で，△ABCを，点 Oを回転の中心として180°だけ回転移動し
たものを，平行移動して△DEFに重ねたい。何cm平行移動すればよい
ですか。ただし，方眼の 1目もりは 1 cmとする。

O

A

B C D

EF□
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G F
J I

L

K

EH

∠BOP＝∠EOP，∠EOQ＝∠HOQ，∠EOP＋∠EOQ＝45° より，
∠BOH＝45°×2＝90° 答 90°

△ABCを点 Oを回転の中心として180°だけ回転移動すると，右の図の
△PQRの位置にくる。RF＝6 cm だから，点 Rから点 Fの方向に
6 cmだけ平行移動すればよい。
 答 6 cm

時計まわりに90°回転すると△ODGに，180°回転すると△OCFに，270°回転す
ると△OBEに重なる。 答 △ODG，△OCF，△OBE

対称の軸が BDのとき△OAHに，HFのとき△OBEに，ACのとき△OCFに，EGのとき△ODGに重なる。
 答 △OAH，△OBE，△OCF，△ODG

 答 平行移動

⑴と同様に，∠AOG＝∠COI＝90° となる。
 答 点 Oを回転の中心として時計まわりに90°だけ回転移動させる。

P

QR QSam
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基本の作図，図形の移動と基本の作図の利用
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　 垂直二等分線の作図学習1

　

▶角を 2等分する半直線を，その角の二
に

等
とう

分
ぶん

線
せん

という。

角の二等分線の作図学習2

　　　 　右の図で，∠XOYの二等分線を作図しなさい。

　　　 　角の二等分線の作図の手順

1　点 Oを中心とする円をかき，半直線 OX，OYと

の交点を，それぞれ，P，Qとする。

2　2点 P，Qを，それぞれ中心として，半径 OPの

円をかき，その交点の 1つを Rとする。

3　半直線 ORをひく。　※1と2は同じ半径でなくてもよい。

　　　　　　　　　　 

O Y

X2例題例題

解き方

　　　　　　　　　 

O Y

X

Q

1
2

2

3
P

R

　　　　　　　　　　 答

O Y

X

　　　 　右の図で，線分 ABの垂直二等分線を作図しなさい。

　　　 　線分 ABの垂直二等分線の作図の手順

1　点 A，Bを，それぞれ中心として等しい半

径の円をかき，その交点を C，Dとする。

2　直線 CDをひく。

　 　　　　　　　　　 

A B

1例題例題

　　　　　　　　　　　　　 答

A B

解き方

　　　　　　　　 

A B

C

1 12

D

　　 　　右の図について，次の問いに答えなさい。

⑴　線分 ABの垂直二等分線を作図しなさい。

⑵　線分 BCの中点Mを作図しなさい。

　　　　　　　　　　　　　 
A

B C

1確認確認
問題問題

□

□

　　 　　右の図で，∠POQの二等分線を作図しなさい。 　　　　　　　　　　　　 

O

P

Q

□
2確認確認

問題問題

118 数学 1年／○啓

2点 A，Bを，それぞれ中心として等しい半径の円をかき，その
2つの円の交点を通る直線をひく。

中点は線分を 2等分する点だから，線分 BCの垂直二等分線と
BCとの交点をMとする。

M

⑴

⑵

点 Oを中心とする円をかき，半直線 OP，OQとの交点をそれぞれ中心と
して等しい半径の円をかく。2つの円の交点を通るように，点 Oから半
直線をひく。
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　 直線上の 1点を通る垂線の作図学習3

　 直線上にない 1点を通る垂線の作図学習4

　 図形の移動と基本の作図の利用学習5

　　 　　右の図で，点 Pを通る直線 XYの垂線を作図しなさい。 　　　　　　　　　　 

P

Y

X
□
3確認確認

問題問題

　　 　　右の図で，点 Pを通る直線 XYの垂線を作図しなさい。 　　　　　　　　　 

P

YX

□
4確認確認

問題問題

　　 　　　　　 の AP＋PB が最短となることを説明しなさい。
□
5確認確認

問題問題 5例題例題

　　　 　右の図で，点 Pを通る直線 XYの垂線を作図しなさい。

　　　 　直線上の 1点を通る垂線の作図の手順

1　点 Pを中心とする円をかき，直線 XYとの交点を

A，Bとする。

2　線分 ABの垂直二等分線をひく。← 2点 A，Bを，

それぞれ中心として同じ半径の円をかき，交点を Q

とする。直線 PQをひく。

　　　　　　　　　　 

P YX

3例題例題

解き方

　　　　　　　　　　 答

P YX

　　　　　　　　　 

P YX
A B

Q

1

2 2
2

　　　 　右の図で，点 Pを通る直線 XYの垂線を作図しなさい。

　　　 　直線上にない 1点を通る垂線の作図の手順

1　点 Pを中心とする円をかき，直線 XYとの交点を A，

Bとする。

2　2点A，Bをそれぞれ中心として半径 PAの円をかき，

その交点の 1つを Qとして，直線 PQをひく。

　　　　　　　　　 P

YX

4例題例題

解き方
　　　　　　　　　 答

P

YX

　　　　　　　　　 
P

YX A B

Q

1

3

2 2

　　　 　右の図は，直線ℓ上に，AP＋PB が最短となるように点 Pをとっ

たものである。どのようにして点 Pの位置を求めたか書きなさい。

　　　 　　 直線ℓを対称の軸として，点 Aを対称移動した点を A′とする。

線分 A′Bをひき，直線ℓとの交点を Pとする。

　　　　　　　　　　 

ℓ

A

A′
P

B5例題例題

解き方 答
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点 Pを中心とする円をかく。次に，直線 XYとの 2つの交点を，それぞれ中
心として同じ半径（点 Pを中心とする円より半径を長くする）の円をかき，2つ
の円の交点と点 Pを通る直線をひく。

点 Pを中心とする円をかく。次に，直線 XYとの 2つの交点を，それぞれ中
心として同じ半径の円をかき，2つの円の交点と点 Pを通る直線をひく。

 答  AP＝A′P だから，AP＋PB＝A′P＋PB　A′，P，Bが一直線上にあるとき，A′P＋PB は最短とな
り，AP＋PBも最短となる。
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練 習 問 題
1 ［垂直二等分線の作図］　右の図の△ABCについて，次の問いに答え
なさい。
⑴　辺 ABの垂直二等分線を作図しなさい。

⑵　辺 ACの中点 Pを作図しなさい。

A

B C

1例題例題

□

□

3 ［直線上の 1点を通る垂線の作図］　右の図の△ABCで，点 Pを通る
辺 ABの垂線を作図しなさい。 A

B

P

C

□ 3例題例題

2 ［角の二等分線の作図］　右の図の△ABCで，∠Bの二等分線と辺 AC

との交点 Pを作図しなさい。
A

B C

□ 2例題例題

4 ［直線上にない 1点を通る垂線の作図］　右の図の△ABCで，点 Bを
通る辺 ACの垂線を作図しなさい。

A

B

C

□ 4例題例題

5 ［図形の移動と基本の作図の利用］　右の図のような川がある。A地
を出発して川で水をくみ，B地まで運ぶときの最短の道のりをかき入れ
なさい。ただし，水は直線ℓ上でくむものとする。

ℓ
m

A

川

B□

5例題例題

120 数学 1年／○啓

点 Bを直線ℓを対称の軸として対称移動した点を B′とし，線分 AB′と
直線ℓの交点を Pとする。AP＋PB＝AP＋PB′ となるので，
AP＋PB が最短の道のりとなる。

P

B′

PP

′

辺 ACの垂直二等分線と辺 ACの交点を Pとする。

点 Pを中心とする円がうまく辺 ABと交わらないときは，辺 ABを延
長してもよい。

点 Bを中心とする円がうまく辺 ACと交わらないときは，辺 ACを延長
してもよい。

⑴

P⑵

P
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応 用 問 題
1 次のような点 Pを作図しなさい。

  ⑴　2点 A，Bから等しい距離にある直線ℓ上の点 P

A

B

ℓ

□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑵　∠ABCの二等分線上にあって，点 Aからの距離が
もっとも短い点 P

A

B C

□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2 次の図のように，直線ℓ上に 2点 A，Bがある。⑴では，∠ABP＝60°となるような半直線 BPを，⑵では，
∠ABQ＝75°となるような半直線 BQをそれぞれ作図しなさい。
⑴　 ⑵　□

BA
ℓ

□

A B
ℓ

3 次の作図をしなさい。
　 

4 右の図のように，2点 A，Bと，直線ℓ上を動く点 Pがある。
AP＋BPの長さがもっとも短くなるときの点 Pを作図しなさい。

⑴　長方形 ABCDで，頂点 Aが頂点 Cと重なるよう 

に折り返すとき，その折り目となる線分
□

D

B C

A

⑵　線分 AB上にあり，AP＋PC＝AB となるような点
P

□

A B

C

ℓ

B
A

P

□
難

○啓／数学 1年 121

右の図のように，点 Aを，直線ℓを対称の軸として対称移動した
点 A′をとると，AP＝A′P となるから，AP＋PB＝A′P＋PB　　
A′P＋PBの長さがもっとも短くなるのは，A′，P，Bが一直線に
なるときだから，A′と Bを結ぶ線分と直線ℓとの交点を Pとすれ
ばよい。

P

①～③の順に作図する。

Q
（D）（C） ②　点Bを通る

　　　直線ℓの
　　　垂線

③　∠CBDの二等分線

①　∠CBA＝60°と
　　　なる半直線

P

線分 ABの垂直二等分線上にある。
点 Aから∠ABCの二等分線に垂線をひき，交点を P
とする。

P

P

P

A′

線分 BCの垂直二等分線と線分 ABの交点を
Pとする。

線分 ACの垂直二等分線をひく。

点 A，Bをそれぞれ中心とする，半径 ABの円の交点と点 B 
を結ぶ。∠ABPは正三角形の 1つの角なので60°になる。Sam

ple



円とおうぎ形
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▶円周上に 2点 A，Bをとるとき，円周の Aから Bまで

の部分を弧
こ

ABといい，ABと表す。また，線分 ABを

弦
げん

ABという。点 Oを中心とする円を円 Oという。

▶円と直線が 1点だけを共有するとき，直線は円に接
せっ

す

るという。右の図 2のように，直線ℓが円 Oに接して

いるとき，直線ℓを円 Oの接
せっ

線
せん

，点 Aを接
せっ

点
てん

という。円の接線は，その接点を通る半径に垂直である。

▶円の 2つの半径と弧で囲まれた図形をおうぎ形
がた

という。また，おう

ぎ形の 2つの半径がつくる角を，そのおうぎ形の中
ちゅう

心
しん

角
かく

という。右

の図 3で，∠AOBは，ABに対する中心角ともいう。

▶半径と中心角が等しい 2つのおうぎ形は合同で，その弧の長さや面

積は，それぞれ等しい。

円の弧と弦，円の接線，おうぎ形学習1
　　　　　　　　　 図 2

O

ℓ
A 接点

接線

　　　　　　　　 図 1

O

A B
弦

弧

弧
）

　　　　　　　　　　　　 図 3
おうぎ形

おうぎ形弧

中心角

O

A B

）

　　 　　次の問いに答えなさい。

⑴　右の図について，〔 〕にあてはまる記号やことばを書きなさい。

①　円周上の 2点 A，Bを結ぶ線分を〔 〕ABという。

②　円周上の 2点 AからBまでの部分を〔ア〕ABといい，記号を使って〔イ〕と表す。

③　色をつけたおうぎ形で，∠BOCを BCに対する〔　〕という。

⑵　右の図の円 Oの周上の点 Pを接点とする接線ℓを作図しなさい。

1確認確認
問題問題

　　　　　　　　 

O

C

A B

□

□

□ ）

　　　　　　　　　　　　　 

O

P

□

　　　 　右の図で，円 Oの周上に 2点 P，Qがあり，直線 ABは点 Pにおける

円 Oの接線である。このとき，次の問いに答えなさい。

⑴　∠OPBは何度ですか。

⑵　色をつけたおうぎ形の中心角は何度ですか。また，その中心角に対する弧を

記号で答えなさい。

　　　 　⑴　円の接線は，その接点を通る半径に垂直である。 　 90°

⑵　おうぎ形の弧 PQに対する中心角は120°である。 　 中心角…120°　弧…PQ

　　　　　　　　 

120°

O

A

B

P

Q

1例題例題

解き方 答

答

）

122 数学 1年／○啓

ℓ

 答 弦

 答 ア　弧　　　イ　AB

）

 答 中心角

ℓ⊥OP となる直線ℓを作図する。
半直線 OPをひき，点 Pを中心とする円をかく。
かいた円と半直線 OPとの交点をそれぞれ中心として，等しい半径の
円をかく。
2つの円の交点と点 Pを通る直線をひき，ℓとする。
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▶円周率を，ギリシャ文字π
パイ

で表す。

▶半径 rの円の周の長さをℓ，面積を Sとすると，

　　周の長さ　ℓ＝2πr

　　面　　積　S＝πr2　　（注意）πは定数なので積では数字のあと，アルファベットの前に書く。

円の周の長さと面積学習2
　　　　　　　 

O r

S
ℓ

　

▶半径の等しい円とおうぎ形では，（おうぎ形の弧の長さ）：（円の周の長さ）＝（中心角の大きさ）：360

　　　　　　　　　　　　　　　　（おうぎ形の面積）：（円の面積）＝（中心角の大きさ）：360

おうぎ形の中心角の求め方学習4

　　 　　直径12 cmの円の周の長さと面積を求めなさい。
□
2確認確認

問題問題

　　 　　半径 9cmの次のおうぎ形の中心角の大きさを求めなさい。

⑴　弧の長さが12πcmのおうぎ形 ⑵　面積が36πcm2のおうぎ形
4確認確認

問題問題

□ □

　　　 　半径 7 cmの円の周の長さと面積を求めなさい。

　　　 　周の長さは，2π×7＝14π（cm），面積は，π×72＝49π（cm2）

 　 周の長さ…14πcm，面積…49πcm2　

2例題例題

解き方

答

　　　 　半径 5 cm，弧の長さ 2πcmのおうぎ形がある。このおうぎ形の中心角の大きさを求めなさい。

　　　 　中心角を x°とすると，2π：2π×5＝x：360 より，10π×x＝2π×360，x＝72

弧の長さの公式を使って，2π＝2π×5× x
360
 として求めることもできる。 　 72°

4例題例題

解き方

答

　

▶半径 r，中心角 a°のおうぎ形の弧の長さをℓ，面積を Sとすると，

　　　弧の長さ　ℓ＝2πr× a
360　　面積　S＝πr2× a

360

おうぎ形の弧の長さと面積学習3
ℓ

r
a°
S

　　　 　右の図のおうぎ形の弧の長さと面積を求めなさい。

　　　 　弧の長さは，2π×12× 60
360
＝4π（cm）

面積は，π×122× 60
360
＝24π（cm2）

 　 弧の長さ…4πcm，面積…24πcm2 

　　 　　　　　　 

60°
12cm

3例題例題

解き方

答

　　 　　次のおうぎ形の弧の長さと面積を求めなさい。

⑴　 ⑵　
3確認確認

問題問題

□ 　　　　　　　　　 

8cm

□ 　　　　　　　　　 

150°

6cm

○啓／数学 1年 123

周の長さは，直径×π　面積は，π×62 で求める。 答 周の長さ…12πcm，面積…36πcm2

半径は，12÷2＝6（cm）

弧…2π×8× 90360
　＝4π（cm）

面積…π×82× 90360
　＝16π（cm2）

弧…2π×6×150360
　＝5π（cm）

面積…π×62×150360
　＝15π（cm2）

答 弧の長さ…4πcm，面積…16πcm2 答 弧の長さ…5πcm，面積…15πcm2

12π：18π＝x：360 より，x＝240 答 240° 36π：81π＝x：360 より，x＝160 答 160°
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練 習 問 題
1 ［円の弧と弦，円の接線，おうぎ形］　次の問いに答えなさい。
⑴　右の図の円 Oについて，次の問いに答えなさい。
①　弧 ABを記号を使って表しなさい。

②　弧 BCに対する中心角を記号を使って表しなさい。

⑵　右の図で，直線ℓ上の点Mで直線ℓに接し，点 Aを通る円を作
図しなさい。

1例題例題

B

A
O

C

□

□

M

A

ℓ

□

2 ［円の周の長さと面積］　次のような円の周の長さと面積を求めなさい。
⑴　半径 4cm ⑵　直径16cm

2例題例題

□ □

4 ［おうぎ形の中心角の求め方］　次のおうぎ形の中心角の大きさを求めなさい。
⑴　半径12cm，弧の長さが 8πcmのおうぎ形 ⑵　半径15cm，面積が90πcm2のおうぎ形

4例題例題

□ □

3 ［おうぎ形の弧の長さと面積］　次のおうぎ形の弧の長さと面積を求めなさい。
⑴　 ⑵　

⑶　 ⑷　

3例題例題

□

120°
6cm

□

80°

9cm

□
30°

12cm

□

140°

18 cm
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 答 AB

）

 答 ∠BOC

周の長さは，2π×4＝8π（cm）
面積は，π×42＝16π（cm2）
 答 周の長さ…8πcm，面積…16πcm2

半径は，16÷2＝8（cm）
周の長さは，π×16＝16π（cm）
面積は，π×82＝64π（cm2）
 答 周の長さ…16πcm，面積…64πcm2

O

直線ℓの垂線

線分AMの垂直二等分線

弧…2π×6×120360＝4π（cm）

面積…π×62×120360
　＝12π（cm2）

弧…2π×12× 30360＝2π（cm）

面積…π×122× 30360
　＝12π（cm2）

弧…2π×9× 80360＝4π（cm）

面積…π×92× 80360
　＝18π（cm2）

弧…2π×18×140360＝14π（cm）

面積…π×182×140360
　＝126π（cm2）

答 弧の長さ…4πcm，
 面積…12πcm2

答 弧の長さ…4πcm，
 面積…18πcm2

答 弧の長さ…14πcm，
 面積…126πcm2

答 弧の長さ…2πcm，
 面積…12πcm2

点Mで直線ℓに接する。→中心は点Mを通る直線ℓの垂線上にある。
点 Aと点Mを通る。→中心は点 A，Mから等しい距離にある。
 →中心は線分 AMの垂直二等分線上にある。
よって，円の中心は点Mを通る直線ℓの垂線と線分 AMの垂直二等
分線の交点となるから，これを Oとして，半径 OMの円をかく。

8π：24π＝x：360 より，x＝120
 答 120°

90π：π×152＝x：360 より，x＝144
 答 144°
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応 用 問 題
1 右の図のように，円 Oの周上に点 A，B，C，D，Eがあり，AB＝CD，∠BOC＝75°，
∠DOE＝120° である。このとき，次の問いに答えなさい。
⑴　おうぎ形 OBCとおうぎ形 ODEの面積の比を求めなさい。

⑵　∠COD＝30° のとき，短い方の BCと CEの長さの比を求めなさい。

⑶　∠AOB＝22.5°，AO＝9 cm のとき，色をつけたおうぎ形 OEAの面積を求めなさい。

2 次のおうぎ形の周の長さと面積を求めなさい。
⑴　半径18cm，中心角60°のおうぎ形 ⑵　半径 5 cm，中心角108°のおうぎ形

3 次の図の色をつけた部分の周の長さと面積を求めなさい。
⑴　 ⑵　

4 右の図のような直角三角形 ABCの 3つの頂点を中心として等しい半径のおう
ぎ形をかいた。このとき，次の問いに答えなさい。
⑴　色をつけた部分の周の長さを求めなさい。

⑵　色をつけた部分の面積を求めなさい。

B

A
E

DC

O

） ）

□

□ ） ）
□

□ □

□

10cm

10cm

□

16cm

16cm

A

CB

10cm
6cm

8cm

難

□

□
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1つの円では，おうぎ形の面積は中心角に比例する。
75：120＝5：8 より，面積の比も 5：8 答 5：8

周の長さ…2π×18× 60360＋18×2＝6π＋36（cm）

面積…π×182× 60360＝54π（cm2）

 答 周の長さ…6π＋36（cm），面積…54πcm2

周の長さ…2π×5×108360＋5×2＝3π＋10（cm）

面積…π×52×108360＝
15
2 π（cm2）

 答 周の長さ…3π＋10（cm），面積…152 πcm2

面積…π×102× 90360－
1
2×10×10＝25π－50（cm2）

 答 周の長さ…15πcm，面積…25π－50（cm2）

おうぎ形の半径は，6÷2＝3（cm）　　3つのおうぎ形をあわせると，中心角は

180°になるので，弧の長さの和は，2π×3×180360＝3π（cm）

線分の長さの和は，（10－3×2）＋（8－3×2）＝6（cm） 答 3π＋6（cm）

1
2×8×6－π×3

2×180360＝24－
9
2π（cm2）

 答 24－ 92π（cm2）

面積…π×162× 90360－π×8
2× 12＝32π（cm2）

 答 周の長さ…16π＋16（cm），面積…32πcm2

∠AOE＝360°－（75°＋120°＋22.5°×2）＝120°

よって，おうぎ形 OEAの面積は，π×92×120360＝27π（cm2）

周の長さ…

　10π× 12×2

　＋2π×10× 90360
　＝15π（cm）

周の長さ…

　2π×16× 90360
　＋16π× 12＋16

　＝16π＋16（cm）

∠COE＝30°＋120°＝150°　　1つの円では，おうぎ形の弧の長さは中心角に比例する。
75：150＝1：2 より，弧の長さの比も 1：2 答 1：2

 答 27πcm2
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1 直線，線分，半直線　 

　次の問いに答えなさい。
⑴　右の図 1のように，2点 A，Bを通って両方に限りなくのびている線を何とい
いますか。

⑵　右の図 2のように，図 1のうちの Aから Bまでの部分を何といいますか。

⑶　右の図 3のように，図 2を Bのほうへまっすぐに限りなくのばした線を何と
いいますか。

2 垂直，平行，三角形の表し方　 

　右の図の四角形 ABCDは平行四辺形で，AB＝5cm，AD＝10cm，Eは
辺 BC上の点，Fは線分 AEと対角線 BDとの交点で，∠AFD＝90° であ
る。この平行四辺形の面積が40 cm2のとき，次の問いに答えなさい。
⑴　直線 ADと直線 BCの関係を，記号を使って表しなさい。

⑵　直線 AEと直線 BDの関係を，記号を使って表しなさい。

⑶　色をつけた三角形を，記号を使って表しなさい。　

⑷　点 Cと直線 ABとの距離を求めなさい。

⑸　2直線 AD，BC間の距離を求めなさい。

3 図形の移動　 

　右の図について，次の問いに答えなさい。
⑴　△ABCを平行移動すると重なる三角形はどれですか。

⑵　△ABCを回転移動すると重なる三角形はどれですか。

⑶　△ABCを，直線ℓを対称の軸として対称移動してできる△PQR

　をかきなさい。

⑷　△GHIを△JKLに重ねるには，平行移動とどのような移動をすればよいですか。

▶教科書 P.150

BA

図1

BA

図2

BA

図3

□

□

□

▶教科書 P.152〜154

A D

B E

F

C

10cm

5cm

□

□

□

□

□

▶教科書 P.156〜160

B

A C

H

G
E

I

F D K

J L

ℓ
□

□

□

□
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章のまとめ5

O

R P

Q
O

 答 直線 AB

 答 線分 AB

 答 半直線 AB

矢印の方向に，その長さだけ平行移動させる。 答 △JKL

点 Oを回転の中心として点対称移動させる。 答 △DEF

平行四辺形の辺 ABを底辺としたときの高さになるから，40÷5＝8（cm）
 答 8 cm

△GHIを，右へ，目もり 5個分平行移動させてから，GI（JL）を対称の軸として対称移動させる。
 答 対称移動

平行四辺形の辺 BC（AD）を底辺としたときの高さになるから，40÷10＝4（cm）
 答 4 cm

直線 ADと直線 BCは平行。 答 AD//BC

直線 AEと直線 BDは垂直。 答 AE⊥BD

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記号△と 3つの頂点を使って表す。
右の答のほかに，△BFA，△FAB，△AFB，△FBA，△BAFとしてもよい。 答 △ABF
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4 垂直二等分線の作図　 

　右の図の△ABCの辺 BC上に点 Pをとって，△ABCの面積を 2等分する
線分 APを作図しなさい。

5 角の二等分線の作図　 

　次の作図をしなさい。
  

  

6 垂線の作図　 

　右の図のような平行四辺形 ABCDがある。この平行四辺形の底辺
を CDとしたときの高さを示す線分 AHを作図しなさい。

7 円とおうぎ形　 

　次の問いに答えなさい。
⑴　半径 8 cm，中心角135°のおうぎ形の弧の長さと面積を求めなさい。

⑵　右の図の色をつけた部分の周の長さと面積を求めなさい。

□
▶教科書 P.162〜163

A

B C

▶教科書 P.163

⑴　台形 ABCDの辺 CD上にあって，∠PBC＝45°
　となる点 P

□ ⑵　△ABCを，辺 BAと辺 BCが重なるように折ると
き，折り目の線と辺 ACとの交点 P

□

A

B C

D A

B C

□
▶教科書 P.165

A

B C

D

▶教科書 P.173〜176

□

□

6cm

60°
30°

6cm
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点 Aから辺 CDにひいた垂線と辺 CDとの交点が Hになる。

P

P

BP＝CP のとき，△ABPと△APCの面積が等しくなる。Pは辺 BCの
中点になるから，辺 BCの垂直二等分線と辺 BCとの交点になる。

∠ABP＝∠PBC＝45° より，Pは∠ABCの二等
分線と辺 CDとの交点になる。

弧の長さ…2π×8×135360＝6π（cm）

面積…π×82×135360＝24π（cm2）

周の長さ…2π×6×60＋30360 ＋2π×（6＋6）×
30
360＋（6×4）＝3π＋2π＋24＝5π＋24（cm）

面積…π×62× 60360＋{π×（6＋6）2× 30360－π×62×
30
360}＝6π＋（12π－3π）＝15π（cm2）

 答 弧の長さ…6πcm，面積…24πcm2

 答 周の長さ…5π＋24（cm），面積…15πcm2

∠ABCの二等分線を作図し，辺 ACとの交点を Pと
する。

H

P
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100点
まとめテストまとめテスト

得点
5 章　平面図形

  右の図のように，線分 ABを 5等分する点 C，D，E，Fがある。このとき，次
の問いに答えなさい。 〈 5点× 4〉

⑴　直線 ADと直線 EFは，同じ直線といえますか。

⑵　点 A～ Fのうち，半直線 EC上にある点をすべて答えなさい。

⑶　点 Eを中点とする線分をすべて答えなさい。

⑷　線分 AEと長さが等しい線分をすべて答えなさい。

  右の図で，台形 ABCDを，直線ℓを対称の軸として対称移動してできる台
形 PQRSをかきなさい。 〈 5点〉

  右の図の四角形 ABCDについて，次の問いに答えなさい。
 〈 5点× 2〉

⑴　四角形 ABCDを，点 Oを回転の中心として反時計まわりに90° 
だけ回転移動してできる四角形 EFGHをかきなさい。

⑵　⑴でかいた四角形 EFGHを，矢印の方向へその長さだけ平行
移動してできる四角形 IJKLをかきなさい。

A C D E F B1

□

□

□

□

A

B C

ℓ

D
□
2

O

A

B C

D
3

□

□

  右の図で，△A′B′C′は△ABCを回転移動したものである。回転
の中心 Oを作図しなさい。 〈 6点〉

A

B

C

A′

B′ C′

□
4
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直線は，まっすぐに限りなくのびている線だから，同じ直線といえる。
 答 いえる。

半直線 ECは，点 Eから Cの方へ限りなくのばした線である。
 答 点 A，点 C，点 D，点 E

DE＝EF，CE＝EBである。
 答 線分 DF，線分 CB

3目もり分の長さをもつ線分を答える。
 答 線分 CF，線分 DB

四角形 EFGHを，右に 6，上に 2移動させる。

∠AOE＝90°，OA＝OEとなる点 Eをとる。同様に，点 F，G，
Hをとって，それらの 4点を結ぶ。

直線ℓを対称の軸として，各頂点と線対称な位置に対応する点をとり，それら
を結ぶ。

AO＝A′O，BO＝B′Oとなるので，線分 AA′，BB′の垂直二等分線
を作図し，その交点を Oとする。
2つの垂直二等分線の一方を，線分 CC′の垂直二等分線としても 
よい。（ ）

P
Q

R

S

H

E
F

G

I

L

K

J

B

O

⇔巻末の補充の問題⑤（P.172）で，この章で学習した内容を確実に身につけよう。
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  右の図のような線分 OAがある。このとき，次の問いに答えなさい。 〈 6点× 3〉

⑴　∠POA＝90° となる半直線 OPを作図しなさい。

⑵　∠QOA＝60° となる半直線 OQを作図しなさい。

⑶　∠ROA＝135° となる半直線 ORを作図しなさい。

  右の図で，3つの点 A，B，Cから等しい距離にある点 Pを作図しなさい。
 〈 5点〉

  次のおうぎ形の弧の長さを求めなさい。 〈 6点× 2〉

⑴　 ⑵　

  次の図の色をつけた部分の面積を求めなさい。 〈 6点× 2〉

⑴　 ⑵　

  右の図のように，直径 6 cmの半円，直径 8 cmの半円と直角三角形 ABCが
重なっている。このとき，次の問いに答えなさい。 〈 6点× 2〉

⑴　色をつけた部分の周の長さを求めなさい。

⑵　色をつけた部分の面積を求めなさい。

AO

5
□

□

□

A

B

C

□
6

7
□

80°

18cm

□

135°
6cm

8
□

A B
C 12cm8cm

□

A B

C

45°

D

O6cm

B

A

C

10cm

6cm

8cm

9

□

□
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線分 ABの垂直二等分線と線分 ACの垂直二等分線を作図し，交点を Pとする。
これら 2つの垂直二等分線の一方を線分 BCの垂直二等分線としてもよい。

線分 OAを延長して直線とし，点 Oを通り，直線 OAに垂直な半直線 OP
をひく。

点 Oから，OA上にとった点までを 1辺とする正三角形をつくり，辺を
延長した半直線 OQをひく。

AOの延長上に点 Bをとるとき，∠POBの二等分線を ORとすればよい。

6π× 12＋8π×
1
2＋10＝3π＋4π＋10＝7π＋10（cm）

 答 7π＋10（cm）

AB，BCを直径とする半円の面積の和から，三角形 ABCの面積をひく。

π×32× 12＋π×4
2× 12－

1
2×8×6＝

25
2 π－24（cm2） 答 252 π－24（cm2）

2π×18× 80360＝8π（cm）

 答 8πcm

3つの半円の半径は，
4cm，6cm，10cm
である。

π×102× 12－π×4
2× 12－π×6

2× 12
＝24π（cm2）
 答 24πcm2

中心角は 360°－135°
＝225°

2π×6×225360＝
15
2 π（cm）

 答 152 πcm

図のように移動する。

π×（6＋6）2× 45360
－ 12×（6＋6）×6

＝18π－36（cm2）

 答 18π－36（cm2）

P
⑴

⑶

⑵

R

B

Q

O

P
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1 次の図は，異なる 2回の移動を組み合わせて，△ABCを△PQRに重ねたところを示している。どのような移
動を組み合わせたものか，平行移動，回転移動，対称移動のうちからそれぞれ 2つ選びなさい。
⑴　 ⑵　

2 右の図のように，長さ12 cmの線分 ABを半径とする 2つのおうぎ形 ABCと
BADがあり，∠BAC＝30° である。また，Eは半径 ACと BDとの交点で，∠AED

　＝75° である。線分 AE，DEと ADで囲まれた図形を P，線分 EB，ECと BCで
囲まれた図形を Qとするとき，図形 Pの面積は，図形 Qの面積より何cm2大きい
ですか。

3 右の図のように，直線ℓ，mと，m上の点 Aがある。直線ℓ上に点 B，
直線 m上の点 Aの右側に点 Cをとって，∠BAC＝45°，∠ABC＝60° と
なる△ABCを作図しなさい。

4 右の図のような△ABCがある。辺 AC上に点 Pをとって，
BA＋AP の長さと BC＋CP の長さが同じになるようにした
い。このような点 Pを作図しなさい。

□
A

B C

R Q

P

□
A P

Q

R
B C

75°

30°
A B

C

D

EP
Q

12cm

□

） ）

A
m

ℓ
□

A

B C

□
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チャレンジ問題

（例）（例）（例）（例）

C

R

（例）（例）（例）（例）

 答 回転移動と平行移動

∠ABE＝180°－｛30°＋（180°－75°）｝＝45°　　図形 Pは，おうぎ形 BAD－△ABE，
図形 Qは，おうぎ形 ABC－△ABE で求められるから，図形 Pと Qの面積の差は，
おうぎ形 BADとおうぎ形 ABCの面積の差と等しい。

よって，π×122× 45360－π×12
2× 30360＝18π－12π＝6π（cm2）

点 Aを通って直線mに垂直な直線と直線ℓとの交点を Dとし，∠DAE
の二等分線と直線ℓとの交点を Bとする。
次に，ABを 1辺とする正三角形の，点 Bをふくむ，辺 ABとは異なる 1
辺をひき，直線mとの交点を Cとする。

点 Aを中心とする，半径 ABの円と直線 ACとの交点を D，
点 Cを中心とする，半径 CBの円と直線 ACとの交点を Eと
して，線分 DEの垂直二等分線をひき，辺 ACとの交点を P
とする。

 答 6πcm2

 答 対称移動と回転移動［対称移動と平行移動］

△PQRは，△ABCを裏返した向きになっているか
ら，対称移動が使われたことがわかる。
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１ 右の図のように，正方形 ABCD，正方形 EFCGがある。正方形 ABCDを，点 C

を中心として，時計まわりに45°だけ回転移動させると，正方形 EFCGに重ね合わ
せることができる。このとき，∠xの大きさを求めなさい。〈秋田〉

２ 右の図は，線分 AB，AC，CBをそれぞれ直径として 3つの円をかいたものです。
　3つの円の弧で囲まれた色のついた部分の周の長さを求めなさい。
　ただし，円周率はπとします。〈岩手〉

３ 右の図のように，直線ℓに対して点 Aと同じ側に点 Bをとる。また，点 Pは，点 Aを，
直線ℓを対称の軸として対称移動させたものである。
　線分 BPと直線ℓとの交点を Qとするとき，線分 AQ，QB，BPの長さの関係について正
しいものを，次のア～ウのうちから 1 つ選び，記号で答えなさい。〈沖縄改〉
ア　AQ＋QB は BPより大きい。
イ　AQ＋QB は BPと等しい。
ウ　AQ＋QB は BPより小さい。

４ 右の図のように，直線ℓ上にある点 Aと，直線ℓ上にない 2点 B，Cがある。
下の【条件】の①，②をともにみたす点 Pを，定規とコンパスを使って作図し
なさい。ただし，作図に使った線は残しておくこと。〈山形〉
【条件】

①　直線 APと直線ℓは，垂直である。
②　点 Bを，点 Pを中心として回転移動させると，点 Cと重なる。

５ 右の図のような長方形 ABCDがある。次の【条件】をすべて満たす点 Eを，
定規とコンパスを用いて作図せよ。ただし，点 Eの位置を示す文字 Eを書き
入れ，作図に用いた線も残しておくこと。〈鹿児島〉
【条件】

・線分 BEと線分 CEの長さは等しい。
・△BCEと長方形 ABCDの面積は等しい。
・線分 AEの長さは，線分 BEの長さより短い。
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思考力 実践力 をのばす問題をのばす問題

H

Q

∠FCB＝45° だから，∠FCD＝90°－45°＝45°
四角形 HFCDの 4つの角の和は360°だから，
∠x＝360°－（90°＋45°＋90°）＝135°
 答 135°

直径 8＋4＝12（cm），8 cm，4 cmの半円の弧の長さの和になる。

よって，12π× 12＋8π×
1
2＋4π×

1
2＝6π＋4π＋2π＝12π（cm）

 答 12πcm

直線ℓは線分 APの垂直二等分線になり，
Qは直線ℓ上の点だから，AQ＝PQ
よって，AQ＋QB＝PQ＋QB＝BP となる。
 答 イ

辺 BCの垂直二等分線と辺 BC，ADとの交点をそれぞれ P，Qとして，点 Q
を中心とする半径 QPの円と辺 BCの垂直二等分線との交点を Eとする。

E

（Q）

（P）

点 Aを通る直線ℓの垂線と，線分 BCの垂直二等分線の交点を Pとする。

P
A

Sam
ple


